
 

 

 

 

 

                         市田小ＨＰ→ 
                                 

     輝くものをみんな１つ                                          

                                                        校長  森 洋子 

前期後半授業開始です。学校にみんなの元気な声が戻ってきました。 

子供たちの声はとってもいいものです。保護者の皆様、夏季休業中、子供たちの見守り・PTA奉仕活動で

は大変お世話になりました。夏休み中大きな事故の報告もなく元気に学校に送り出して頂き、感謝していま

す。ありがとうございます。子供達の夏休みはいかがだったでしょうか。 

 今年の夏も、高校野球や世界水泳、バレーボール等、スポーツを中心に各方面から

素晴らしい記録や挑戦の結果がたくさん報道されました。市田小の子供たちがそんな

ニュースをテレビ等で観て、何か１つ「心に熱いもの」を感じてくれたらいいな、と

思っていました。「すごいな」と思うだけでいい。誰かの力一杯のがんばりに一瞬でもい

い、心動か動かされる、そんな素直な市田小の子供たちであって欲しいと願っています。 

先生は、世界水泳で、３位に入賞した村佐選手の泳ぎ、そして言葉が心に残りまし

た。大会前の壮行会（市田小も陸上フェスティバル前に６年生に向けてやりましたね）では「ラスト大まくり」と宣言。「世界でタレントぞ

ろいの種目であり、誰がメダルを取るか分からない。無名の村佐達也が急に出てきてラストでまくれたらす

ごくかっこいい」と。宣言通りになりました。 ※大まくり → ラストで持っている力を出し切る。他の選手を追い抜く、と言った意味合いでしょうか。 

村佐選手が、３位入賞のニュースは日本中を駆け巡りました。このメダリストは１８歳。これを聞くと、市

田小の子供たちの可能性の大きさと強さを感じています。 

スポーツには人を動かす力があると思います。スポーツだけでなく人が懸命に何かに向かう姿は例えようも

なく美しいものです。世界大会だからすごい、とか大きな大会に出た人だけがすごいわけではありません。

人はみんな誰もが、１つ１つ「輝くもの」を持って生ま

れています。市田小学校のみんなも、先生方も同じです。

料理が好き、野球やバレーボールをずっと続けている、

習字が得意！、タイピングが得意など・・・。その「すき！」

「得意！」「楽しい！」が、皆さんの「輝くもの」です。人は、自

分の欠点が１つもない人より、得意な事・大好きな事・楽し

い事が１つでもある人の方が、豊かな生き方なのではない

かと、校長先生は思っています。 

市田小のみんなは、可能性がいっぱいです。まだ、自

分の中の輝くものを見つけられていない人も、輝くもの

は必ずある。それを見つける学校生活にしたい。だから周

りの大人も先生方も、みんなが「輝くもの」を見つけて、

自信を持って生き生きと生きていけるようにと願い、

「チャレンジしよう！」と言ったり、「もう一回！」と言

ったりして応援するのです。 

 ４月。市田小学校みんなが「持っているちからいっぱい

の１年に」とスタートしました。９月からの生活で、自

分の持っている力、持てる力いっぱいで向かい、自分の

「輝くもの」を先生と一緒に見つけましょう。 

協力的な保護者・地域に支えられ、大切な友達の中で

共に刺激し合いながら成長できる、温かな中にも活力の

ある学校を目指し、前期後半、スタートです。 
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花と笑顔とあいさつ 「ありがとう」いっぱいの学校 

令和７年９月１日発行 

熊谷市立市田小学校  学校だより ９月号 

 市田っ子 

学校教育目標  いき生きと学び ちからいっぱい活動し だれとでも仲良く 

資源回収の収益を 

子供たちのために 
 

６月、５年生が林間学校に出かけました。汗びっし

ょりで、アクティビティーやカレー作りに取り組み

ました。また、１１月初、６年生は修学旅行に出かけ

ます。これから６年の子供たちは多くの話し合いを

重ね、準備を少しずつ進めていきます。 

学校では、子供達の多様な経験の確保と、安全を考

え、PTA 会長と相談し、資源回収の収益から、          

〇林間学校には、水分補給のためのペットボトルを

５年児童に２本ずつ 

〇修学旅行には、GPS 付スマホをグループ活動の班

数分借用 

それぞれのの代金を出して頂くことをお願いし了承

いただきました。どちらも行事に参加する児童の安

全確保の一助となる大変大きな支援です。この収益

の活用は、市田小全校児童が同じ恩恵を受けられる

よう、来年以降も、継続していきたいと考えていま

す。ご理解くださいますようお願いいたします。 

いつも資源回収にご協力いただいている保護者・

地域の方々、本当に、ありがとうございます。 

ＮＨＫ ＨＰより抜粋 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

７月のクラブの様子 

７月クラブは、熱中症に気を付けながら、エ

アコンの効いた部屋などを使いながら活動

しました。運動系クラブは広い部屋で体つ

くりの運動を行いました。また、工作系のク

ラブではタブレットを使い、説明動画を繰

り返し見ながら作品を作りました。また、９

月からのクラブが楽しみです 

親子奉仕作業 ～暑い中学校のためにありがとうございます。

～ ８月２３日（土）に親子奉仕作業を行いました。朝早く、また、暑い中にも関わらず校舎のトイレ掃

除や、学級園の草むしり、側溝の砂さらい、校庭の砂まきなどを児童、保護者の方にやっていただきま

した。朝とはいえたいへん暑く、汗をかきながら多くの方に作業をしていたただきありがとうございま

した。おかげで、校舎内や校外などがきれいになり、９月1日の夏休みのスタートがスムーズに切れそ

うです。 

今年最初の OBL 体験 

５・６年生が英語の授業でOBL

を実施しました。OBL とは、

Online Blended Learning の略

で、タブレットを使ってオンライ

ンで外国の方と英語で会話をする

という学習です。日常会話につい

て意欲的に英語での会話に取り組

んでいました。 


